
車両用後方確認カメラシステム
トレーラーケーブル、金具
型名　Ｗ5220Ｒ

取扱設置説明書
取 付 順 序

●

●

 このたびは、トレーラーケーブルをお買い上げいただきま
して、ありがとうございました。
 ご使用の前に正しく安全にお使いいただくため、この取扱
設置説明書を必ずお読みください。そのあと大切に保管し、
必要な時お読みください。

トレーラーケーブル
使用機種（別売）

●ご使用前に、この欄を必ずお読みになり、正しく安全にお使いください。
●�ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守って
ください。
●�お読みになった後は、お使いになる方がいつも見られるところに保管してください。

●本文中に使われる「図記号」の意味は次の通りです。

（禁止）

してはいけない内容
です （必ず行う）

必ず行っていただく
内容です

（注意）
注意しなければならない内容です

警告 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などに結
びつく可能性のあるもの

注意 誤った取扱いをしたときに、傷害または物的損害
に結びつく可能性のあるもの■使用上のご注意

 警告
ケーブルを傷つけない、 
加工しない
重い物をのせたり、熱器具に近づけないこ
と。
ケーブルが破損します。
ケーブルに傷がついたまま使用すると火災・
感電の原因となります。
電源ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、
引っ張ったりすると火災・感電の原因となり
ます。ケーブルが傷んだらすぐに販売店へ
ご連絡ください。

異物をいれない
金属類や燃えやすいものが入ると、�
火災の原因となります。
万一異物が入ったときは、車両の運行を中
止し、車両のメインスイッチをOFFにして
販売店にご連絡ください。

万が一異常が発生したら 
車両のメインスイッチを切る
映像が出ない、煙、変な音、においがする
など異常状態のまま使わないでください。
火災の原因となります。
このようなときはすぐに車両の運行を中止
し、車両のメインスイッチを0FFにしてく
ださい。
煙が出なくなるのを確認して販売店に修理
をご依頼ください。

指定以外のものと 
接続しない
指定以外のモニター、パワーアダプター等
との組み合わせは故障の原因となります。

■取付上のご注意
 警告

配線作業中は、バッテリーの 
マイナス側ケーブルを外す
マイナス側ケーブルを外すことなく作業を
すると、ショート事故による感電や、怪我
の原因となります。

コード類は、取付説明の指示
に従い、運転操作の妨げとな
らないよう、まとめておく
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどに巻き付くと事故の原因となります。

車体に穴を開けて取付ける場合は、 
パイプ類、タンク、電気配線など 
の位置を確認の上、これらと干渉 
や接触することがないよう注意する
パイプ類などの破損により、火災や故障な
どの原因となります。

電源リード線の被覆を切って、 
他の機器の電源を取ることは 
絶対に止める
リード線の電流容量をオーバーし、火災や
感電の原因となります。

接続コード類の配線は 
高熱部や回転部を避けて行う
コード類の被覆が溶けたり、断線したりして
ショートし、事故や火災の原因となります。
特にエンジンルーム内の配線には注意して
ください。

車体のボルトやナットを使用して 
アースをとるときは、ステアリン
グやシートレール、ブレーキ系統
などの重要保安部分のビスは使用しない
事故や故障などの原因となります。

取 付 時 の お 願 い
●�ケーブルは特殊ケーブルですので、絶対に切断及びねじりを与えないでください。また
無理な曲げ（最小半径R25、最小曲げ角度90°）を与えないよう、十分注意してください。

●�この他細部の設備要項は、車種、車体により異なりますので、それぞれの条件に応じて、
付属品を活用願います。

●�ケーブル・コネクタは、無理に引っ張らないでください。98N（10㎏・ｆ）以上の力で
ケーブルが断線したり、防水性が損なわれ、故障の原因となります。

●�ケーブル保護のために金属のエッジ部や高温部、回転部の近くに布設する場合は、市販
のコルゲートチューブやグロメット、ビニールテープなどを利用して保護してください。
　（ケーブル表面に傷がつきますと、カメラ内へ雨水が浸入する原因となります。）

●�ケーブルの引廻しは、ノイズを受けやすいアンテナ等及びノイズ発生源のバックブザー
や蛍光灯などの配線に近づけないでください。（50cm以上離して布設してください） ●�リングの緩み防止のため、ビニール

テープを１往復巻いてください。
●�ケーブルはカメラ側（レセプタル）とモニター側（プラグ）では異なります。
表示通り取付けてください。

●�運転室内への引込みに当たっては、車両のワイヤーハーネス引き込み口等を利用してく
ださい。

■構成部品
①ケーブル１ （８m）

１本

②ケーブル２

１本

③ケーブル３ （20m）

１本

④取付金具

２個

⑤六角ボルト（Ｍ８×25）� ８本
⑥セムスネジ（Ｍ３×10）� ４本
⑦ナット（Ｍ８）� ８個
⑧平座金（Ｍ８用）� 16個
⑨バネ座金（Ｍ８用）� ８個

⑩取扱設置説明書（本紙）

 注意
後方確認用としたときはモ 
ニター映像が鏡像（バック
ミラーと同様）であること
を確認してください
設定を誤るとモニター映像の左右の確認を
誤り、事故などの原因となることがあります。

車体に穴を開けて機器の取 
付けあるいはコードの配線 
を行ったときは、開けた穴 
のすき間やコードとのすき 
間をシリコン接着剤などで密封する
排気ガスや水などがすき間から室内に侵入
して事故などの原因となることがあります。

コード類の結線修了後は、 
コード類をクランプや絶縁
テープで固定する
コード類が車体部分との接触により、すり
きれてショートし、事故や火災の原因とな
ることがあります。

車体に穴を開けてコード類 
を配線するときは、絶縁性 
グロメットを使用する
開口部とコード類との接触により、すりき
れてショートし、事故や火災の原因となる
ことがあります。

必ず付属の部品を指定通り 
使用する
指定以外の部品を使用すると、機器内部の
部品を傷めたり、しっかりと固定できずに
外れたりして、事故や故障などの原因とな
ることがあります。

正規の接続をする
誤った接続をすると、火災や事故�
の原因となることがあります。

 注意
車体のネジ部分、シートレ 
ールなどの可動部に配線を 
はさみ込まない
断線やショートにより、事故や感電、火災
の原因となることがあります。

モニターを天井などの不安
定なところに取付けない
正しい設置を行わないと、モニターが落下
して事故や怪我などの原因となることがあ
ります。

カメラを取付ける場合は、 
車幅からはみ出さない場所、 
また、車の前後からはみ出
さない場所に取付ける
歩行者などに接触して事故の原因となるこ
とがあります。

コード類及びグロメットに
は塗装を行わない
コード類の被覆及びグロメットが腐食し、
事故や感電、火災や浸水の原因となること
があります。

車体のビスを使用して取付 
けを行うときは、ネジがゆ 
るまないように確実に締付 
ける
ネジがゆるみ、事故や故障などの原因とな
ることがあります。

（８m）
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モニター　CM6010R、CM6020R、CM7220R、CM7230R、CM7520R

パワーアダプター　P0400R
カメラ　C4015R、C4065R、C5005R
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